
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　液体収納容器の口頸部に装着して開口部を開閉自在に密閉する蓋体であって、口頸部に
嵌着する蓋体本体の一部にヒンジ部を介して上蓋を開閉可能に連結して一体に形成したヒ
ンジキャップに於いて、前記蓋体本体のヒンジ部と対向する位置に外周面に沿って縦方向
に細長い略平板状をしたバージンチップを連接して設けて、その下半部の内面は蓋体本体
の外周面に密接可能に形成すると共に下端接続部は細く絞って破断可能に形成して、また
、その上半部の内側面は上蓋の外周面に密接可能に形成すると共に外側面に傾斜した上面
と平坦な下面とからなる鍔部の貫通孔を挿通可能な突起部を形成して、前記バージンチッ
プを前記上蓋外周面に設けた蓋開閉用鍔部に形成された貫通孔に挿通せしめて係止可能に
構成したことを特徴とする不正開封防止用ヒンジ付キャップ。
【請求項２】
　前記上蓋の蓋開閉用鍔部に形成された貫通孔は、その内側縁部にラチェット片を形成し
てなることを特徴とする請求項１に記載する不正開封防止用ヒンジ付キャップ。
【請求項３】
　蓋体本体部の外周面に下半部が沿うように立設した前記バージンチップは、前記蓋開閉
用鍔部の貫通孔に挿通せしめられて、前記突起部の平坦面が貫通孔のラチェット片に離脱
不可能に係合されることを特徴とする請求項１に記載する不正開封防止用ヒンジ付キャッ
プ。
【請求項４】
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　前記バージンチップは、上蓋の開閉用鍔部の貫通孔に挿通されて蓋開閉用鍔部が押圧さ
れると、上半部は上蓋の外周面に密接されて、下半部は蓋体本体の外周面に密接されて、
前記突起部は貫通孔を抜けてラチェット片に係合されてなることを特徴とする請求項１に
記載する不正開封防止用ヒンジ付キャップ。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【産業上の利用分野】
本発明は、液体を収納した中空容器の開口部を密閉するためのヒンジ付キャップに関する
、更に詳しくは、容器の密閉蓋が不正に開封されたかどうかが、すぐに発見することがで
きる、即ち、バージンプルーフ性を備えた合成樹脂製のヒンジ付キャップに関するもので
ある。
【０００２】
【従来の技術】
今日、飲料その他の食品等の液体を収納した壜型中空容器に於いては、内容物の抜き取り
や詰め替えが行われないようするために、更に、悪戯により有害物質が混入されるのを防
止するために、金属製ねじ蓋の一部に初期開封を行う際に破断される箇所を形成しておい
て不正開封を防止するねじ蓋が一般的に広く使用されるようになっているが、近年、合成
樹脂製のヒンジ付キャップを用いたものに於いても、不正開封を防止し得る機能を備えた
ものが要望されるようになり、ヒンジ付キャップの上蓋と開封用突出部とを蓋体本体部側
壁に一体的に密封した合成樹脂フィルム等の保護シールを設て、開封時には保護シールを
破断除去するようにしたものが使用されている。
【０００３】
しかし、このような保護シールによるバージンプルーフを施したものは、キャップが開封
されたかどうかを容易に確認することができるが、蓋の開閉部を一体的に保護シールで被
覆して密着させるには専用の設備と人手を必要とするので生産コストに影響するという問
題があった。
【０００４】
そこで、合成樹脂製のヒンジ付キャップに於いて、蓋体本体の側壁の一部に切り込み線や
ミシン目のような弱め部分を設けて置いて、側壁の一部を除去しない限り上蓋を開封でき
ないようにしたものや、ヒンジ付キャップを製造するに際して、同時にキャップ上蓋の掛
止部に係合して不正開封を防止する破断部を形成して、該破断部に前記キャップの掛止部
又は開閉突部を破断することなしには離脱不可能に係合せしめて不正開封の防止構造とし
たものを射出成形により一体成形するものが提案されている。
【０００５】
例えば、図５に示すようなヒンジ付キャップ型の栓本体１のヒンジ部３とは反対側の外周
側壁部に、栓本体１と間隙溝１１を形成して対向し、かつ、両端部で栓本体１の外周壁と
連結する破断可能な帯状片１０を円弧上に一体に形成すると共に、上蓋部２に設けた開封
用指掛け突片４の下方突出片４ｂの先端に掛止部４ｃを形成し、上蓋２を栓本体１に被冠
させたときに前記帯状片１０と栓本体１との間に前記掛止部４ｃが係合されて、前記指掛
け突片４を指で押し上げて開封すると帯状片１０が破断するように一体に形成したもの（
実公平２－２１４０６号公報参照）や、図６に示すようなヒンジ付キャップの栓本体１は
、容器の口頸部外周面に抜き取り不可能に嵌着させる周壁を有し、該周壁には後部のヒン
ジ部３を除いて複数の破断子９を介して覆合帯板１０を破断可能に起立させ、且つ、該覆
合帯板前部は平面コの字状に前方へ突出部１０ａを設けると共に、下方に開口する切欠き
凹部１０ｂを設けて、上蓋２の周壁の前部下端に設けた蓋開閉用の指掛け片４が、蓋を密
閉する際に前記覆合帯板１０の前部後面を乗り越えて前記凹部１０ｂに離脱不可能に係合
するように一体に形成したもの（実開平４－６０８６６号公報参照）がある。
【０００６】
また、上蓋と蓋体本体とがヒンジ部により連結されたヒンジ付キャップに於いて、上記の
ような不正開封防止用に帯片を用いずに、上蓋天板部に透孔を形成し、且つ、上蓋を閉じ
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た状態に於いて該透孔を貫通して固定する突起体を蓋体本体の天板部に形成し、該突起体
の上端に前記透孔の直径よりも僅かに大きな半球状の膨出体を設けると共に、該膨出体の
下部に破断部を設けて、上蓋を開封する際に前記膨出体が破断除去されるように一体に形
成して不正開封防止機構としたもの（実開平２－４００５３号公報参照）がある。
【０００７】
【発明が解決しようとする課題】
合成樹脂製のヒンジ付キャップを射出成形により製造するには成形技術の面及び金型の製
作の面から一般的に、該キャップの上蓋を開いた状態に成形した後、合成樹脂の弾性変形
する性質を利用して、容器口頸部に嵌合する前に上蓋を閉じた状態にするか、容器口頸部
に嵌合した後上蓋を閉じた状態にする方法が採用されている。
しかし、上記した従来技術の上蓋側壁の一部を破断除去するものに於いて、破断除去部分
に形成した内方突出部と蓋体本体に形成した外方突出部とを係合させるようにしたものは
、該突出部を大きく成形すると、突出部を係合させて閉蓋作業を行う際に除去部分が破断
する恐れがある。
【０００８】
また、実公平２－２１４０６号公報記載のように上蓋開封用突出部の下方近傍に形成した
掛止部や実開平４－６０８６６号公報記載のように上蓋を押し上げるための開封用指掛け
片部分の突出率を大きくすると、当該部分が弾性変形しにくくなって、閉蓋作業時に不正
開封防止用帯体の破断部に亀裂を生ずる恐れがあり、更には実開平２－４００５３号公報
記載のように蓋体本体の天板部に形成した突起体の半球状の膨出部を大きくすると、係合
不可能となり、しかし、これとは反対にこれらの突出部を小さくすると、これらの突出部
は容易に弾性変形するので蓋部の係合力が小さくなって、不正開封時に破断可能部分が破
断されることなく抜き取られて開封されてしまう恐れがある。
【０００９】
更に、これら従来の不正開封の防止機構は、蓋開閉部分のキャップ本体の周壁に横方向に
帯状体を設けたものであるから、蓋の開封にはやや大きなちからを要し、また、開封後に
は破断した帯状体を取り除いた跡が大きな傷痕のようになって残り、容器にとって見栄え
が良くない場合がある。
【００１０】
【課題を解決するための手段】
本発明は、上蓋と蓋体本体とがヒンジ部により一体に連結されているヒンジ付キャップに
於いて、上蓋に設けた蓋開閉用鍔部には弾性変形が可能なラチェット部を有する貫通孔を
形成すると共に、蓋体本体部の外周面には縦方向に破断可能に連結する細長いバージンチ
ップを形成し、該バージンチップの外側面には前記貫通孔を弾性変形して通過可能で、且
つ、該貫通孔のラチェット部に係合する突起部を形成して、前記バージンチップを破断す
ることなしには上蓋を開封不可能とする。
【００１１】
【作用】
　本発明のヒンジ付キャップは、蓋体本体１に対して上蓋２がヒンジ３により回動可能に
連結されたものを、上蓋が開放された状態の形状にして合成樹脂の射出成形により一体に
成形されている。そして、抜け止め用の突起部８ａが設けられた概略平板状をしたバージ
ンチップ８を、ヒンジ部３とは反対側の蓋体本体１の外周に沿って起立した状態で破断可
能に連設して形成すると共に、上蓋１の外周面に開閉用指掛け突片４を、また、上蓋２の
天板内面中央には注出口６内壁に嵌合する筒状密閉壁７を設けて、更に、前記指掛け突片
４に形成したバージンチップ貫通孔４ａの縁にはラチェット片８ａを設けて、該貫通孔４
ａに前記バージンチップ８を挿通した突起部８ａとラチェット片４ｂとを離脱不可能に係
合せしめて、蓋体の不正開封を不可能とする。
【００１２】
【実施例】
　以下、本発明の一実施例を図面に基づいて説明する。図３に示すように本発明のヒンジ
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付キャップは、容器の口頸部に嵌着する蓋体本体１とヒンジ部３により該蓋体本体に一体
に連結した上蓋２とからなる。
　そして、前記蓋体本体１は、容器口頸部に嵌着する内筒部５と溶液注出口６を有し、更
に、ヒンジ部３とは反対側の蓋体本体１の外周側壁部分に縦方向に沿うように概略平板状
をした細長いバージンチップ８が起立状に形成されると共に、前記バージンチップ８の下
端接続部分は細く絞られた状態の弱め部分９が形成されている。
　また、閉蓋時に前記バージンチップ８の外側面に設けられて不正開封を防止する抜け止
め用突起部８ａは、外側表面の中程に滑り易く傾斜した上面と係止する平坦な下面とから
形成されていて、上蓋２に設けた指掛け可能な突起部４の貫通孔４ａを容易に通過できる
ように形成されて、下端部の前記弱め部９により蓋体本体１の外周側壁部分に破断可能に
接続されている。
　そして、前記上蓋２には、ヒンジ部３とは反対側の外周面に上蓋を開閉するための指掛
け可能な突起部４を鍔状に形成すると共に、該指掛け突起部に前記バージンチップ８を挿
通する貫通孔４ａを形成して、貫通孔４ａの縁部には前記バージンチップ８に設けられた
抜け止め用突起部８ａと係合するラチェット片４ｂが形成され、且つ、上蓋２の天板内面
中央には注出口６内壁に嵌合する密閉用筒状壁７が形成されている。
【００１３】
　上記のような構造に合成樹脂を用いて射出成形された本発明のヒンジ付キャップは、上
蓋２がヒンジ部３で回動されて前記貫通孔４ａ内にバージンチップ８を挿通して押し下げ
られると、注出口６に密閉用筒状壁７が嵌合されると共に、バージンチップ８の上半部は
上蓋２の側面に密着した状態に、また、下半部は蓋体本体の側面に密着した状態となって
、上蓋２の貫通孔４ａの内面がバージンチップ８の突起部の斜面を滑りながら押し下げら
れる。
　そして、前記突起部８ａ及び貫通孔４ａの縁部が弾性変形して離脱不可能に係合して、
上蓋２をキャップ本体１に被冠させた状態になるので、これを公知の打栓機等の閉蓋手段
により図２に示すように容器口頸部に抜き取り不能に嵌着することができる。
　本発明のヒンジ付キャップは、注出口６に密閉用筒状壁７が嵌合することにより上蓋２
が蓋体本体１に密閉した状態に固定されているが、必要に応じて、上蓋２及び蓋体本体１
の開口縁部に、実公平２－２１４０６号公報に見るような周知の係止用突起部を形成する
ことにより、より一層強固に上蓋を蓋体本体に密閉保持することを可能にすることもでき
る。
【００１４】
　本発明のようなヒンジ付キャップは、ポリエチレンやポリプロピレン等の可撓性を有す
る合成樹脂を用いて一体成形すれば、閉蓋作業を行う際にバージンチップ８の突起部８ａ
及び上蓋２の貫通孔４ａが弾性変形し易いので、バージンチップを破損させることもほと
んどない。
　尚、本発明のヒンジ付キャップは、上記のように上蓋２をキャップ本体１に被冠させた
状態でなく、上蓋２を開いた状態で容器口頸部に装着した後で、上蓋２をキャップ本体１
に被冠させることもできる。
　また、必要に応じて、蓋体本体１側に形成した注出口６内部に、周知の引っ張片を有す
る破断可能な中蓋を設けたものとすることが可能であることは言うまでもない。
【００１５】
【発明の効果】
　本発明は、ヒンジ付キャップを用いた容器の不正開封を防止するための帯封体として、
平板状の細長いバージンチップをキャップ本体の周壁に沿うようにして縦方向に設けたの
で、閉蓋作業を行う際には、細長いバージンチップは上蓋面に密着したように沿って案内
されるので、折れ曲がって破損する恐れがない。
　また、前記バージンチップは、小さくて、キャップ本体の周壁には細く絞られた弱め部
分の僅かな接点で連結しているので、蓋の開封は容易に行うことができ、且つ、一度蓋が
開封されると破断したバージンチップ片は蓋から脱落するので、蓋が開けられたことを容
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易に知ることができ、蓋が開封された後バージンチップが除去されても、容器の見栄えを
損なうことがない。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明のヒンジ付キャップを容器に装着した正面図である。
【図２】図１に於けるＡ－Ａ断面図である。
【図３】本発明のヒンジ付キャップを成形した直後の断面図である。
【図４】図２に於けるバージンチップの係合部分の拡大図である。
【図５】不正開封防止用帯片を用いた第１の従来例である。
【図６】不正開封防止用被覆帯板を用いた第２の従来例である。
【符号の説明】
１　蓋体本体
２　上蓋
３　ヒンジ部
４　開閉用指掛け突片
５　嵌着用内筒部
６　溶液注出口
７　密閉用筒状壁
８　バージンチップ
９　破断用弱め部
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